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１） 会派「市民クラブ」を代表し、質問質疑をしました。 

 会派『市民クラブ』を代表して質問質疑をしました。税収減が予測される先
行き不透明な状況下ながら、未来に向け果敢に投資する基礎体力(財政力)があ
るのが刈谷の強みです。 
状況変化に都度一喜一憂せず、やるべき事は粛々と進め、やりきる部分と、
ぎゅっと引き締めていく部分を織り交ぜた市政運営をして欲しいと思います。 

１)施政方針について質問、提案 
 

いらすとや 

 全職員で毎日コツコツ経費節減に取り組み、激動の時代を全庁一
丸となって乗り越えていくマインドが必要。 

２)教育行政方針について質問、提案 
 

・「世界で活躍するんだ」という夢を持つかりやっ子の育成が、市の持続的発展につながる。 
・年齢や障害の有無に関わらず、有望アスリートを側面支援する事が、市民の誇りとなり、 
 子ども達の夢を育む、素晴らしい成果につながる。 
  例：津市で建設中の「サオリーナ(吉田沙保里選手の名を冠した屋内スポーツ施設)」 

・来年度はリーマンショック以来の減収が予測される。省エネ

活動など、職員全員で経費削減に努めて欲しい。 

・依佐美の工業用地整備など、土地利用に関する事業はご苦労

をおかけするが、スピード感を持って推進頂きたい。 

・刈谷の魅力発信事業は非常に重要。単発ではなく戦略的なＰＲ

活動が必要ではないか。 

・刈谷の教育と企業活動に連続性を持たせ、「ものづくりのまち刈谷」の未来を創る教育を推進

すべき。 

・ALT(Assistant Language Teacher=外国語指導助手)の人材バンク創設は良い発想。海外

駐在経験者などを登用し、外国の習慣なども子ども達に伝えて欲しい。 

・新学習指導要領やICT教育の導入時は、教職員の業務負荷を十分考慮して頂きたい。 

・東京五輪を見据え、市内の企業チームに加え、個人アスリートや小中高生のオリンピアン、パ

ラリンピアン候補とのパートナーシップも検討すべき。 
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２） 平成29年度予算が認定されました。 
表・グラフは四捨五入の関係上、多少の誤差が生じています。 

※下水道事業会計が特別会計から企業会計に移行した影響で大きく変動しています。 

増減額(億円) 伸率

11.2 2.0%

△ 45.6 -16.1%

61.6 150.2%

27.2 3.1%

会計名 本年度予算(億円)

915.5

574.5
238.4
102.6

合計

一般会計
※特別会計
※企業会計

前年度予算(億円)

563.3

888.3

284.0
41.0

 法人市民税が44.9％(約19億円)

減、リーマンショック以来の減少幅

を見込む一方で、一般会計は２％増

の574億円で、過去2番目の規模とな

りました。 
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